ご挨拶
学校長　　園田　達哉

昨年度、本校は６０周年の節目を迎え、全校で学校の「還暦」をお祝いしました。そして、また新たなスタートを迎え、さまざまな期待と不安が入り混じった中でも、生徒たちはそれぞれの想いを胸に、新しい学校生活を日々送っています。
心も体も大きく成長する中学生にとって、中学校での３年間は『未来の自分』につながる大事な時期であると思います。「だれ一人として取り残されることなく、安心して気持ちよく生活できるようにする」「思いやりの心をもって、協力し合う」「ちがいを認め合う」このようなことを意識して、生徒たちが学校生活を送れるように、教職員一同で力を尽くして参ります。
本校の生徒たちには、自分にあった目標を決め、様々な活動にチャレンジする気持ちを持ち続けて過ごして欲しいです。それと、他の文化を尊重し大切にする心も持ち続けて欲しいです。そうすることで、生徒たちはきっと新しい世界への扉を開いていけることでしょう。
本校の学校教育目標としているのが『豊かな未来を創造する』です。一人ひとりの幸福を追求することだけでなく、『豊かな未来』とはどのようなものなのか、生徒たちには自分自身の将来の夢と重ねながら、探し、見つけていって欲しいと願っています。
地域、保護者の皆様はもちろん、上永谷中学校を支えてくださるすべての方々に愛される学校として、子どもたちとともに社会とつながる学校をめざして参ります。引き続き本校の教育活動へのご理解、ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。
